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１．研究計画の概要 

本研究の目的は，裁判員裁判における「目
撃記憶の信頼性評価」の問題について，心理
学的な観点からアプローチを行うことであ
る。裁判員裁判では，裁判官と裁判員とがそ
れぞれ目撃記憶（証言）の信頼性を評価する
ことになる。しかしながら，両者が公判から
得られた情報をどのように処理し，目撃記憶
の信頼性を評価するのかといった認知的な
メカニズムの解明は，これまでに十分議論が
行われていない。目撃記憶の信頼性評価にお
ける認知的なメカニズムを解明することは，
ヒトの情報処理に関する基礎心理学的な知
見に加え，より有効な裁判員裁判のあり方を
議論する上での基盤的な知見を提供するこ
とにもつながる。そこで本研究では，どのよ
うな情報処理の過程を経て，裁判において目
撃記憶の信頼性が評価されるのかを明らか
にする。 

 
 
２．研究の進捗状況 

石崎・仲（2007）によれば，目撃記憶の信
頼性を推定可能と思われる情報が複数ある
場合，裁判員は個々の情報に対して，必ずし
も排他的に重みづけを行っているわけでは
ない。情報の重み付けは，事案に含まれる他
の情報の影響を受けて相互作用的に変化す
る可能性が示唆される。そこで、本研究では、
事案に含まれる情報の相互作用によって，裁
判員による目撃証言の信頼性評価のあり方
がどのように変化するかを調べた。 

第一に，以下の実験を行い，上記知見の精
緻化を試みた。事件の目撃者が被疑者（成人
男性）を犯人であると同定する架空の事例を，
冊子によって参加者に提示した。各事例は，

（1）証人の確信度（高，低），（2）凶器注目
の有無，（3）目撃から犯人識別までの遅延（1
日，1 週間，3 ヶ月），（4）被疑者の特性（既
知人物，異人種，記述なし）の 4 要因の組み
合わせによって構成された。参加者は，各事
例における犯人識別（目撃記憶）の信頼性に
ついて，7 件法で評価した。 
その結果、被疑者が異人種の場合にのみ、

遅延の効果は有意であった。つまり、参加者
と同じ人種の犯人を目撃したとする証言に
比べ、異人種の犯人を目撃したとする証言の
信頼性は、目撃から時間が経過するにつれて
低下しやすい傾向にあったといえる。このこ
とから、石崎・仲（2007）で示唆されたよう
に、情報の重み付けは、必ずしも個々の情報
ごとに独立して行われるわけではなく、事案
に含まれる他の情報の影響を受けて相互作
用的に変化する可能性が確認された。 

第二に，子どもの目撃証言を対象として、
上記に準じた実験を行い、上記知見の拡張を
試みた。一般的に，子どもの証言は，成人の
証言に比べ，信頼性が低いと判断されやすい。
しかし，現実の目撃事態において，証言の信
頼性評価に結びつく情報が証人の年齢だけ
であるという状況は想定され難い。目撃から
証言までの遅延日数や証人の確信度といっ
た複数の情報も同時に存在することを考慮
しなければならないだろう。そこで，（1）証
人の年齢に加え，（2）証人の確信度，（3）凶
器に関する詳細な供述の有無，（4）目撃から
犯人識別までの遅延日数の要因が交絡した
事例を提示し，子どもの証言の信頼性がどの
ように評価されるのかを検討した。 

その結果，（1）子どもの証言は，成人に比
べて信頼性が低いと判断される傾向にあっ
た。しかし，（2）“詳細な供述”，“高い確信
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度”，“目撃から犯人識別までの遅延が少な
い”という情報を含む子どもの証言は，これ
らの情報を含まない成人の証言よりも信頼
性が高いと判断された。子どもによる目撃証
言の信頼性は，証言の信頼性と関連する他の
要因との相互作用によって変化すると考え
られる。 

また，（3）確信度が証言の信頼性に影響を
及ぼしたのは，詳細な供述が得られた場合の
みであった。詳細な供述が得られなかった場
合，確信度の高さは証言の信頼性に影響しな
かった。このことは，上記(2)において子ども
の証言の信頼性を高めた情報が，証言の信頼
性に対して必ずしも独立に（加算的に）影響
していなかった可能性を示唆する。証言の信
頼性に及ぼす情報の影響力は，情報間の相互
作用によって変化すると考えられた。 

以上，裁判員による認知的な情報処理のダ
イナミズムが，目撃証言の信頼性評価に強く
関与する可能性が示唆された。 
 
 
３．現在までの達成度 
現在までのところ、研究の達成度は“③や

や遅れている”に該当すると考えられる。そ
の理由としては、次の 2 点があげられる。 
第一は、今後の研究計画として予定されて

いる、模擬裁判実験の実施が遅れていること
である。模擬裁判実験では、実際の裁判に近
似した条件の設定が必要となる。これに伴い、
参加者から開示を求められる可能性のある
裁判資料を作成し、それらの整合性を確認す
るための予備実験等に対して時間を要した。 

第二は、予定されている判例の分析が遅れ
ていることである。判例は、（1）収集と分析
に関して高い専門性が必要であり、そして
（2）量的に膨大である。このため、判例分
析に適したものを収集するために時間を要
した。 

 
 
４．今後の研究の推進方策 

本年度は、下記の方策によって、研究を推
進していく予定である。 

 
（1）模擬裁判実験について 
昨年度までに、すでに予備実験を行ってい

る。また、実験参加者や実験施設の確保につ
いては見通しが立っている。本年度は、これ
までに得られた知見に基づき、実験パラダイ
ムを精緻化した上で、本実験を行う。 

 
（2）判例分析について 
昨年度に引き続き、法学者の協力を得て判

例の収集を行う。 
 
 

５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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